
専門性

統域性 プレゼン力

国際力

研究提案力

指導力
学際性

学識 実践的能力
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　2014年５月21日(水)、宮崎県日南市の﨑田市長、および、長崎県長崎市の田上市長が、箱崎キャンパスに来学され、両市と決
断科学センターとの協力協定の調印式を執り行いました。今回の協定は、人口減少や少子高齢化と言った全国の多くの地方
自治体と同様の問題を抱える日南市が進めている持続可能な地域社会の構築に向けたプロジェクトについて、また、まちの姿
を大きく変える取組が続く長崎市における今後10年間に渡る景観や環境、歴史に配慮した質の高い整備について、センターの
学生や教員が参加して、その問題解決に恊働で取り組もうとするものです。そうした現場での取組を通じて、センターの学生が
大きく成長することが期待されます。

　2014 年５月31日、決断科学センタースタッフの比良松准教授が
続けてこられた全学共通教育科目「自炊塾」が内閣府の食育白書
で優良事例として紹介されました。決断科学大学院プログラムで
は、この「自炊塾」をプログラムの選択科目に位置づけて、比良松准
教授が決断科学センター移籍後も引き続きこの全学共通科目を担
当できるようにしました。実際に、プログラムの大学院生が参加し
て、食育について学ぶと同時に、九大生に人気の高い全学共通教
育の組み立て方やプレゼンの仕方について学んでいます。また、プ
ログラムの大学院生向けに、Bento Day in English を設けて、手作
りのお弁当を食べながら英語でチャットする場も設けています。

【日南市と長崎市との協力協定】

【Bento Day in English（英語で弁当の日）】

九州大学持続可能な社会のための決断科学センター

博士課程教育リーディングプログラム

Graduate education and research training program
in DECISION SCIENCE for a sustainable society

持続可能な社会を拓く
決断科学大学院プログラム

福岡市東区箱崎6丁目10-1
Tel.092-642-2864　Fax.092-642-4363
E-mail： ketsudan@jimu.kyushu-u.ac.jp

http://ketsudan.kyushu-u.ac.jp/
https://www.facebook.com/ketsudankagaku

ホームページ
フェイスブック

﨑田日南市長の決断科学特別演習（地域リーダー塾）

矢原 徹一 いま都内のホテルにチェックインしました。本日は調印式におこし
いただき、ありがとうございました。調印式後のミーティングに参加した大学
院生は、とても刺激を受けたことと思います。職場の風通しを良くして、職員
のやる気を引き出したうえで、決めるべきときにリーダーがしっかり決めるこ
とで、市政が前進していると感じました。今後とも、どうぞよろしくお願い致し
ます。



タイムライン

大学

九州大学決断科学大学院
プログラム

基本データ いいね！ もっと見る ▼写真

「いいね！」しています ▼ フォロー中   　　メッセージ 　●  ●  ●

いいね！2,164件

　今ほど決断が求められている時代はありません。私たちの社会は、地球温暖化、大規模災害、高齢者の医

療コスト増など、さまざまな課題に直面しています。これらの課題には大きな不確実性があり、しかも社会的

な利害対立があります。これらの課題に対するリーダーの決断が、社会の未来を大きく左右する時代を迎えて

います。

　博士課程教育リーディングプログラムは、全体を俯瞰し、問題を解決できるリーダー養成を目標に掲げてい

ます。とくにオールラウンド型では、人文社会科学、生命科学、理工学を統合した教育が求められています。

しかし、知識重視の教育だけでは、決断力や実行力は育ちません。

　どうすれば決断力・実行力のあるリーダーを育てることができるでしょうか？本プログラムの戦略は２つで

す。ひとつは現場での実践経験を積ませることです。決断科学大学院プログラムでは重要な社会的問題の解

決に向けた共同研究を進めています。この共同研究を、究極的な問題を解決するという意味で、プロジェクトZ

と呼んでいます。この現場で大学院生を育てます。もうひとつは、経験を一般化しながら、オールラウンド型の

新しい科学として「決断科学」を作ることです。

　科学の成果を社会的問題解決に生かすには、何らかの対策を選ぶ必要があります。多くの選択肢の中から

どの対策を選べばよいか？この問いに答えるのが決断科学の役割です。

矢原　徹一安浦　寛人理事・副学長 システム生命
科学府・教授

プログラムコーディネータープログラム責任者

九州大学決断科学大学院プログラム
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ホーム 友達を検索

　決断科学大学院プログラムでは３つの学識（専門性、学際性、統域性）と、４つの実践的スキル（研究提案力、プレゼンテー
ション力、指導力、国際力）を養成するために、以下のカリキュラムを設けます。カリキュラム編成にあたっては、たくさんの科目
を立てることを避け、できるだけシンプルな構成にしました。プログラム学生が主体的にさまざまな課題に取り組むことを基本
にしています。

【授業科目とカリキュラム編成】

2014年度前半期のカリキュラム編成

Aグループ

Bグループ

Cグループ

：M2（1）＋D1（8）+D2（3）＋歯（2）＋留（2）＝計16名

：新M2（計19名）

：新M1（計15名）

Research Design
Technical Writing Ⅰ 
Technical Writing Ⅱ
Technical Writing Ⅲ
Ph.D. Research
問題解決セミナー Ⅰ
問題解決セミナー Ⅱ
問題解決セミナー Ⅲ
問題解決セミナー Ⅳ
問題解決セミナー Ⅴ
統域科学演習 Ⅰ
統域科学演習 Ⅱ
決断科学セミナー Ⅰ
決断科学セミナー Ⅱ
決断科学セミナー Ⅲ
海外実習
国際シンポジウム
国際共同研究 Ⅰ
国際共同研究 Ⅱ
海外研修

TED 演習 Ⅰ 
TED 演習 Ⅱ
TED 演習 Ⅲ
TED 演習 Ⅳ
TED 演習 Ⅴ
リサーチプロポーザル演習 Ⅰ 
リサーチプロポーザル演習 Ⅱ
リサーチプロポーザル演習 Ⅲ
リサーチプロポーザル演習 Ⅳ
リサーチプロポーザル演習 Ⅴ
組織研修ワークショップ Ⅰ 
組織研修ワークショップ Ⅱ
組織研修ワークショップ Ⅲ
組織研修ワークショップ Ⅳ
組織研修ワークショップ Ⅴ

2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位

2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位
2単位

科目名

TED演習

【2単位】

毎週火曜1限 前年度課題の振り返り
海外実習の振り返り

卒業研究プレゼン 実習などの
振り返り休み休み

なし なしなしなし

なしなしなしなし

なしなしなし

Research
Design

研修の振り返りプロジェクトZの
事前準備

プロジェクトZの
事前準備

Technical 
Writing
統域科学
実習Ⅰ
（確率・統計）

統域科学
実習Ⅱ
（人間科学）

コミットメントの
作成

C：海外実習

組織研修WSⅡ

・研究交流
・プレゼン評価

決断科学の教科書
作成準備

決断科学の教科書
作成準備

決断科学の
教科書作成
準備

プロジェクトZの
事前準備

決断科学の
教科書作成
準備

学振書類作成
メンターとやり取り

A+Bの未履修者
（計13名ほど）

対馬研修の準備

A+Bの未履修者
（計13名ほど）
5月末に対馬 

全員参加

隔週金曜5限

各モジュールで
隔週開講

集中講義

メンターと
適宜やりとり

年1回集中型

年1回集中型

A：国際共同研究
B：国内研修
C：海外実習

通年自由参加

リサーチ
プロポーザル演習

【2単位】

プロジェクトＺ

【2単位】

組織研修WS

【2単位】

【各2単位】

選択科目

【各2単位】

決断科学セミナー
問題解決セミナー
Research Design &
Technical Writing
統域科学演習

形式と対象 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月～
【単位】

リ
ン
ク

A+B：屋久島参加者
　　　　　⇒Ⅰ履修
（未履修者は対馬へ）

C：合宿時期未定

学振書類応募

⇒Ⅰ,Ⅱ履修

⇒Ⅰ履修

共通テーマ設定
・事前準備
・プレゼン
・討論

決断テキスト
・事前準備
・プレゼン
・討論

A:海外プロジェクト参加
　　問題解決Ⅱとセットで履修

B:国内プロジェクト参加
　　問題解決Ⅰとセットで履修

決断科学特別講義 Ⅰ ～ Ⅴ（各2 単位）、
決断科学国際セミナー Ⅰ ～ Ⅴ（各2 単位）
韓国語講座(2 単位)、中国語講座（2 単位）、
志教育(2 単位)、アントレプレナーシップ入門（2単位）　ほか

専
門
性
科
目

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力

養
成
科
目

研
究
提
案
力

養
成
科
目

指

　導

　力

養
成
科
目

選
択
科
目

学
際
性
科
目

統
域
性
科
目

国
際
力
科
目

科　　目　　一　　覧
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【プログラム大学院生（H26.5.1現在）】
　決断科学大学院プログラムは、５つの学際的な教育研究ユニット（環境・災害・健康・統治・人間モジュールおよ
び総括担当）と、学内研究院からのプログラム担当教員・プログラム専任教員・大学院生ごとのモジュール横断的な
会議からなるマトリックスによって運営されます。

【プログラム専任教職員】

岩永 史子
森林生理生態学

黒江 美紗子
景観生態学

細谷 忠嗣
昆虫系統学

杉原 創
土壌学・熱帯農学

藤原 敬大
森林政策学

佐藤 辰郎
河川工学

杉本 めぐみ
地球環境学・防災教育

井手 淳一郎
森林水文学

Andrew Reveiro-Hargrave
情報通信技術

厳島 怜
河川工学

錦谷 まりこ
公衆衛生学

鈴木 大
爬虫両棲類学

高尾 忠志
地域計画

田中 求
環境社会学

Firouzeh Javadi
進化生物学・保全生物学

山下 奉海
応用生態工学

鹿野 雄一
河川生態学

田金 美沙
進化生態学

布施 健吾
フィールドワーク全般

菊地 梓
社会心理学

李 貞憲
数理生物学・環境学

錢 琨
実験心理学

土肥 勲嗣
政治学

鄭 有景
政治社会学

花松 泰倫
国際法

吉田 大悟
疫学・公衆衛生学

向井 直子
疫学

縄田 健悟
社会心理学

廣田 峻
動態生態学

金本 圭一朗
産業エコロジー

村上 貴弘
保全・行動生態学 比良松 道一

園芸学・食育
鐘江 嘉彦

人材育成・産学連携

環境 総括

健康

決断
科学

統治

人間災害

有吉 美恵
人間環境学府

対人イメージ・自己他者受容感
P-E fit・適応感

生物資源環境科学府
森林集水学・

全流出量の季節変動

孫　昊田

宮島 健
人間環境学府
社会規範･日中関係
男性の育児休業

孟 憲巍
人間環境学府

共感･コミュニケーションの
個体発生･認知環境･乳児

浅野 知美
法学府

Citizen Participation in 
Devepolment 都市貧困 

角 玲緒那
芸術工学府

西洋建築史、ボルドー

馬 浙寧
人文科学府

カント倫理学･｢道徳の運｣
自由意志

本田 博之
工学府

地球温暖化･CO2地中貯留

千原 広大
工学府

豪雨･防災対策･阿蘇市

森田 成人
工学府

津波リスク･地価変動
リスク認知

田中 亘
工学府

水田･原始氾濫原
物理的生態学的機能

北尾 大介
システム情報科学府
分散データベース

負荷分散･一貫性モデル

杉本 志穂
システム情報科学府
データ圧縮技術･
逆向きLZ分解

道端 拓朗
総合理工学府

気候変動シミュレーション

久保 裕貴
システム生命科学府

群れのモデル･
シミュレーション･デザイン

池田 裕宜
システム生命科学府
計算ウイルス学･数理モデル

寺本 健太郎
システム生命科学府
送粉ネットワーク

ネットワークの持続性

黒岩 亜梨花
システム生命科学府
ヤクシカ･個体数管理

田川 一希
システム生命科学府

食虫植物･送粉

永田 麻梨子
生物資源環境科学府
極限環境適応・アーキア

岡部 憲和
システム生命科学府
森林生態学・森林更新への

シカの影響

白新田 佳代子
経済学府

経済学・国際比較分析

呉 凡
生物資源環境科学府
中国の農業発展と環境

小林 淳二
工学府

土木工学・腐食工学

菅野 一輝
生物資源環境科学府
魚類生態学・カジカ

石井 絢子
システム生命科学府
鳥類行動学・カラ類

中西 隆之介
工学府

砂防・ダム・河川工学

仲野 美穂
工学府

小水力発電・地域連携

土持 貴志
人文科学府
現代英米哲学・
規範倫理学

土中 哲秀
経済学府
計算科学・

最大辺支配問題

野口 修司
工学府

河川工学・魚類

楠戸 建
生物資源環境科学府

農業と環境・
農文化システム維持

野下 文理
人間環境学府
対人関係・規範・拒絶

新川 登志朗
工学府
都市計画・

自然災害リスク

岩塚 美由紀
システム生命科学府

クロマグロ･
RNAseq発現解析

中原 亨
システム生命科学府
外来種の進化･ブタクサ
性配分･遺伝的変化

岩谷 千寿
システム生命科学府
エピゲノム･疾病発症

佐藤 ひかり
システム生命科学府
ヒト血清アルブミン・

ステルスリポソーム・薬剤運搬

姜 怡辰
理学府

古環境復元･珪藻･南極

會津 光博
比較社会文化学府
生態遺伝学・スナメリ

胡 旻
医学系学府

離島医療･遠隔診療
遠隔医療教育

古川 雄亮
歯学府

口腔構造･神経伝達物質

古橋 寛子
歯学府

管楽器演奏と口腔領域の関係
管楽器医学(歯学)

松田 亜由美
生物資源環境科学府
土壌中可給態リン

小山 彰彦
生物資源環境科学府
ダム撤去･河口域･球磨川

生態系評価

項 楊
生物資源環境科学府
針葉人工林･間伐

水循環

德永 翔太
比較社会文化学府
政治学・政治哲学

Jecinta Kamau
システム情報科学府
ソーシャルサービス

吉澤 聡史
比較社会文化学府

ハエ・分類学

秋保 亮太
人間環境学府
共有メンタルモデル
コミュニケーション

CグループAグループ Bグループ

九州大学決断科学大学院プログラム ホーム 友達を検索



【メンター制度】

　プログラム学生一人に対して二人のプログラム専任教員をメンターとして配置し、
専門の枠を超えて学術的指導を行っています。その内容は、日本学術振興会特別研
究員、民間助成制度、学内助成制度に応募する経験を通じて、説得力のある研究計
画を提案し、研究資金を獲得するための申請書作成指導（リサーチプロポーザル演
習）、学術論文作成指導（Technical Writing）、専任教員のフィールドワークへの同行
など、多岐にわたります。大学院生活に関する精神的なサポートも行っています。

杉原様　藤原様
こんにちは。中原です。卒論+αを英文化した投稿論文の第2稿が完成しました。論文は、国際誌に投稿する予定です。6月中の投稿を目指
したいと思います。
どこをどう直したのかについては、明日までにリストを作っておきたいと思います。（連休中に用意したかったのですが、間に合いませんでし
たので）
当時の指導教員の先生からは、メンターに見てもらうことについての承諾をいただいています。添削とコメントをお願いいたします。

中原さま
お疲れ様です、メンターの杉原です。論文の作成ならびに改訂、お疲れ様です。
最初の論文作成は、やはり相当な熱量や思い入れがあると思います。できるだけあせらずに、大切に、丁寧に、書いていきましょう。ひとまず
読ませていただきます。
ただ、専門外のため、例えば、学会発表とかの日本語要旨とかでもいいので、日本語（短くていいので）でこの論文要旨を要約したものがあ
ると、大体のイメージをつかんだうえで読めるので大変ありがたいです。
勿論なければ無いでいいのですが、もしもぱっと出てくるのであれば、送ってもらえると論文を読むのが楽になるので助かります。新たに作
成しないと、という状態であれば、わざわざ作らなくてもいいです。よろしくお願いします。

中原君
論文の原稿受け取りました。杉原さんの言われるとおり、まずは丁寧に書きながら、論文の書き方にも慣れていくと良いと思います。専門的
な指摘は黒江さんからあると思いますので、こちらでは全体的な構成に注意を払いながら見ていきます。
今週学会出張等があるので、少し待って下さい。出来る限り早くコメントを付けて返したいと思います。もし相談したいことがあれば、メー
ルでも、演習の後に直接でも気軽に言って下さい。

先日、一般社団法人RCF復興支援チームを訪れ、組織設立の経緯や活動内容についてお話しい
ただきました。復興に何か役立ちたいと願う東京等の企業と現地の方々をつなぐコーディネート
の仕事を聞かせていただき、復興支援のあり方について勉強になりました。地域産業の再生は、
インフラ施設の復旧だけでなく、担い手や起業につっこんだ支援が必要になります。

東京という離れたところから東日本大震災の復興に携わることができるという点において、訪問
する前からとても気になっておりました。組織のマネジメントの大変さ、上に立つ者・リーダーと
しての振る舞い方など、様々な実情を話して下さいました。特に、「社会問題は類題もなければ
答えもない」という言葉が印象的でした。答えのないということに対して、決断を下すということ
がどういうことなのかということを改めて考えるきっかけになりました。

京都の東寺にてカメの調査を行って参りましたので、簡単に報告させて頂きます。今回は會津さ
んが同行してくださいました。
調査は、境内に生息するカメ類の種構成を把握することを目的としており、さらに植物の蓮を食
べてしまう北米原産の外来種アカミミガメの防除も兼ねています。具体的には、カメ類を捕獲
し、それらの種同定や大きさ・体重の測定を行います。そして、ニホンイシガメやクサガメといっ
た古くから日本に生息するカメ類は個体識別の後にリリースし、一方のアカミミガメはリリースせ
ずに回収を続けます。４月より月に一度の調査を行っており、今回は三回目です。
以前は我が物顔で甲羅干しをしていたアカミミガメは、調査の甲斐があってか、少しずつ数が減
少してきました。そして、調査開始時にはあまり無かった、クサガメが甲羅干しをする姿も見られ
るようになりました。また、蓮のつぼみも沢山上がってきており、これも調査の成果であることを
願っているところです。

プログラム
学生

専門分野の
異なる
専任教員

専門分野に
近い
専任教員

一名のプログラム学生に二名の専任教員
メンター制度

高尾 忠志 ▶ 決断科学試行プログラム

仲野 美穂

鈴木 大
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　2014年3月6～7日、ホテルオークラ福岡において、3名の国際アドバイザリーボードをお招きして第1回国際シンポジウムを開
催しました。

　2014年1月31日、九州大学医学部百年講堂において、多数の来賓にお越し頂き「持続可能な社会のための決断科学セン
ター」開設記念シンポジウムを開催しました。

【国際シンポジウム】

【開設記念シンポジウム】

いいね！  ・  コメントする  ・  シェア

77人がいいね！と言っています。

服部福岡県副知事

有川総長

貞刈福岡市副市長

西川文部科学副大臣

安浦プログラム責任者

富士通　藤田副社長

JSPSバンコク研究連絡センター
山下センター長

古川　雄亮

出水リーダー（統治）

グラミングループ
マネージングディレクター
Nazneen Sultana氏

矢原プログラム
コーディネーター

IHDP事務局長
Anantha Duraiappah氏

田川　一希

山口リーダー（人間）

FUJITSUユニバーシティ
近間社長

有吉　美恵

百村リーダー（環境） 島谷リーダー（災害） 中島リーダー（健康）

開始前の様子

開会・来賓挨拶

プログラム紹介・記念講演

モジュール紹介

受講生によるプレゼン

国内外からのコメント
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ケニア（災害モジュール） バングラデシュ（健康モジュール）

バングラデシュ（健康モジュール）

カンボジア（環境モジュール）

【海外実習】 【問題解決セミナー】
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　アジアを中心とした海外実習や海外研修、国際共同研究を行っています。学生は
決断科学の教員が推進している問題解決型の共同研究プロジェクトに参加し、現
場経験を通じて国際力のみならず、学際性と問題解決能力も身につけます。これら
のプロジェクトは、究極的な問題解決を目標にすることから、プロジェクトZと呼ば
れています。

　大きな社会問題の解決を究極目標とするプロジェクトZに取り組むための問題把握、具体的な取り組みをするための研究手
法の学習、学生が主体となって研究計画を練るための時間として「問題解決セミナー」を隔週で開講しています。現在、統治モ
ジュールでは福岡県八女市でのまちづくり支援プロジェクトに関するセミナーを開いています。

出水 薫 教員のみなさんも含め、決断Pの多様性を発揮していただいて感謝です。

黒岩 亜梨花 はじめの近況報告を聞くのがとても楽しかったですし、リラックスで
きました。少人数だからこそ出来ることで、統治のセミナーの良いところだなあと
感じました。

Takahiro Fujiwara 本日のセミナーの最後の方でしました外材を使った文化財
の修復は、奈良の興福寺のことでした。中金堂を再建するために、カメルーン産の
ケヤキを使用しています。日本の林業がしっかり持続していかないと、将来は日本
の文化財も守れなくなるのか・・・と今でもこのニュースをよく覚えています。

　人間モジュールではつくば市のJAXAでの閉鎖環境適応訓練施設での実習に関するセミナーを行っています。 

2014年2月から3月に実施した海外実習の内容
災害モジュール：ケニアにおいて洪水被害の実地調査、現地の人々へのインタビュー。
健康モジュール：バングラデシュでグラミングループのソーシャルビジネスに関するワーク

ショップや無医村での検診視察、公園でのPortable Health Clinicの体験、
視察。

環境モジュール：カンボジアの国立公園内で熱帯林の破壊状況の視察、および現地レン
ジャーや住民からの聞き取り調査、日本の援助がどのように環境保全に活
かされているかの理解。

ケニア バングラデシュ カンボジア

秋保 亮太さん、比良松 道一さん、Yasunori Hanamatsuさん、         94人が表示済み
他12人が「いいね！」と言っています。

なわた けんご ▶ 決断科学試行プログラム
6月1日 23：33

人間モジュールの縄田です。
国内実習の下見も兼ねて、人間モジュールリーダー山口先生と縄田で、筑
波にあるJAXAに行ってきました。

JAXAは宇宙に関する日本の研究・開発機関です。2010年のはやぶさ帰
還のニュースは記憶に新しいところだと思います。

このたびは、閉鎖環境適応訓練設備を見せていただき、そこで行われた
宇宙飛行士の選抜試験の内容やその際の裏話などを伺ってきました。

池田 裕宜 ▶ 決断科学試行プログラム
2月26日・編集済み・

宇宙飛行士選抜試験（第3次試験）では、候補者10名を1週間ほど閉鎖
環境設備に缶詰にして、天井のカメラで監視をしながら、様々な課題に
挑戦してもらうといった選抜試験を行ったそうです。
課題自体の成功・失敗だけではなく、その取り組む姿勢やプランニングな
ども全て審査対象です。

バングラデシュ研修1日目
トランジットで自由時間があったのでスタバによってcoffee break! 今回
の訪問先でもあるグラミン・グループの事前情報として「グラミンのソー
シャル・ビジネス」(健康モジュールのアシル先生が執筆)を前日に支援室
から準備していただいていたので予習しました。
“ソーシャル・ビジネス”とは、社会的課題をビジネスの手法から取り組
み、一般的なビジネスの目的とは異なり利益の最大化を求めず、あくまで
社会的課題の解決を目指すことをいいます。
2006年にノーベル平和賞を受賞されたムハマド・ユヌス氏はグラミン銀
行を創設し、貧困層の人々に無担保での小口融資をすることで、社会的

課題である貧困の改善に着手されました。グラミン・グループはその後も
「水・健康・エネルギー」等、様々な社会的課題を解決するためにグラミ
ン式ソーシャル・ビジネスを展開されています。
今回健康モジュールの海外研修として、医療問題解決のための取り組み
を学ぶ予定ですが、その他のグラミン式ソーシャル・ビジネスにもたくさ
ん触れる機会がありそうです。明日はグラミン・コミュニケーションズや
ユヌス氏が現在活動の拠点とされているユヌスセンターに訪問し、現在
行われている取り組みやソーシャル・ビジネスのコンセプトを学んでくる
予定です。
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いいね！  ・  コメントする  ・  シェア

100人がいいね！と言っています。

いいね！  ・  コメントする  ・  シェア

100人がいいね！と言っています。

Xianwel Meng 発表者たちのプレゼンスキルが高く、発表内容も面白
かったです。卒論をここまでできてすごいなーと思いました。特に同調
や募金の話は、ヒトの決断プロセスを解明するために欠かせないアプ
ローチであり、これからも是非調べていただきたいと思います。

★
野下さんのこのスライドは、僕にはどうしても茹でたまごにしか見えず、
頭の中にたまごたちが浮かびながら、発表を聞いていました。笑

仲野 美穂 仲野です。
同調に関する発表は心理学の授業で昔聞いたことがあったなぁと懐か
しく思っておりました。TEDセミナーと2限の場所が離れていて、10：10
には抜けないといけなかったので、中西さんの発表が最後まで聞けず、
残念でした。

Fan Wu 違う分野のことが聞けて良かったです。野下君の研究の方法
は面白いと思いました。

組織研修ワークショップ（対馬）

コーディネータ　矢原徹一

5月16日から18日の3日間、組織研修ワークショップ（学生が企画・運営する
合宿形式のワークショップ）に参加して、対馬を訪問しました。
学生が作成した「しおり」には、この研修の目的として以下の2点があげられて
います。
1.「対馬に存在する問題は何か」を当事者との話やフィールド調査を通じて第
三者の立場から認識し、自身の専門分野を基に現状俯瞰的に捉えられるよう
な「事態把握能力」を養成すること。
2.様々な専門分野を持つ人員で構成された組織としてひとつの統合的解決策
を提言する際には、個々の成員同士の連携が欠かせない。成員同士の交流を
促進し、深い信頼関係を築くこと。

中原 亨 孟君が対馬の現状把握についてコメントしているので、私は研修の
もう一つの目標だった参加者間交流についてコメントします。
今回の研修では、懇親会やフェリー内での会話を通じて、参加者間で深い
議論ができたことが収穫でした。
大きく印象に残っているのは、「生物多様性/希少生物を守る意義」につい
て議論できたことです。

例えば、生物研究者の立場からは「ツシマヤマネコを保全する」ことが第一
目的であっても、それを全面に押し出したからといって世間一般の人々が研
究費（税金）を使用することに納得してくれるわけではないのです。なぜな
らヤマネコを保全したからといってその税金の投資の見返りが納税者に
返ってくるわけではないからです。
しかし、「ツシマヤマネコの保全が島おこしにつながる・雇用を生み出す」
といった社会的側面を持てば、少なくとも対馬の島民にはリターンがあるた
め、研究の遂行に賛同してくれるかもしれません。

単純に生き物が好きだ、生き物を守りたい、自然を守りたいというモチベー
ション（人によっては自己満足と思われるかもしれませんが）から研究を行
う者にとっては、金銭などの見返りがないと研究意義にならないのは気分
的に少し寂しいところもあります。しかしそれが実際に保全につながるので
あれば、自分の思いとは切り離して人間活動に直結するような研究意義を
考えることを怠ってはならないことを議論の中で認識させられました。

その一方で、孟君がフィールドワークに感動したということを聞いて、生き
物って面白いんだ、というアピールをし続けることも忘れてはいけないと思
いました。余計なものを排除し、ひたすら利益だけを追求する社会は精神
衛生上よくないと私自身は思います。人間には心のゆとりも必要です。図鑑
を眺めたり、テレビ番組の生物特集を見たりして楽しむことができるのも、
生物研究者が地道に研究を続けているからです。以前田川君がシンポジウ
ムで話していた、「研究者による精神的な社会貢献」はこれにあたると思い
ます。

重要なのは、自分の思いを尊重しながらも、異なる側面から社会的意義付
けをする努力を怠らないことだと思います。難しいですが、取り組んでいか
なければなりません。

村上先生が別の投稿でコメントされていたものに近い内容となりました
が、私の対馬研修報告とさせていただきます。

古川 雄亮 今回、「科学とは？」のテーマでのスタートでしたが、科学者とし
て非常に考えさせられるテーマでした。個人的な意見ですが、科学におい
て重要なのは外的要因（周囲からの期待等）や内的要因（好奇心等）、そ
して「インパクト」だと思います。
STAP細胞のようにこれほど長い期間、注目されているのはインパクトがあ
り周囲からの関心や個人の好奇心を生み出しているからではないでしょう
か。事実、かの有名な「Nature」では前例のない取り上げ方をされていま
すし、ニュースや新聞でも未だに大々的に取り上げられています。医療従
事者でない方で関心を持った人もおおいのではないでしょうか。
決断科学の本が、たくさんの人にインパクトを与えてくれるようなものにな
ると良いなと強く思います。

Reona Sumi NHKのディレクターを呼ぶなど、当事者同士で話す機会を
もてればと思います。そのような取り組みを北海道大学のCo-Stepが継続
しています。
Communication in Science&Technology, Education&Research Program
http://costep.hucc.hokudai.ac.jp/costep/・・・もっと見る

Takashi Tsuchimochi 池田先生　反証可能性とは、科学と擬似科学と
の間の線引き問題に対する一つの解答として提出された概念です。発表で
は時間の関係でここで終わったのですが、反証可能性の考えに対しても多
くの反論があります。現在の流れとしては、そもそも「線引き問題」という
問題設定その物の妥当性が問われており、80年代にラリー・ラウダンが
主張したように科学であることの必要十分条件を与えることは不可能では
ないか、という考えが主流のようです。このことは、伊勢田哲治先生の「科
学哲学における線引き問題の現代的展開」という論文に軽く書かれていた
ように思います。

Takeru Miyajima カンボジア研修の報告をしました。
英語でのプレゼンだったとはいえ、ただただ台詞を読み上げるだけで、発音や
聴衆の反応に注意を向ける余裕はありませんでした。
個人的には反省点の多く残る発表だったと感じています。

黒岩 亜梨花 まず、グループ全体での流れ・発表内容の共有など、発表前の段
取りがとても大切だと思いました。発表中に流れが途切れるとストレスを感じ
るので、発表者の交代がスムーズにできるといいと思います。
次に、発表者の声のトーンとスピードが大切だと思いました。難しいですが、抑
揚があるとどこを理解してほしいのか、強調したいのかがわかりやすいです。
また、はっきりと聞き取りやすく話していると、それだけで聞こうという気持ち
になります。
スライドは文字だけでなく、図が入ると視覚的にわかりやすいなあと思いまし
た。キーワードが強調されるだけでも理解が深まります。
発表の最初にアウトラインを示してもらえると、理解の助けになると感じまし
た。
多くの人が、できるだけ聴衆のことを見て発表しようとしていたのがよかったと
思います。
動画を見ることで、他の人が意見交換の際にどんな話をしていたかを垣間見る
ことができて、面白かったです。 

九州大学決断科学大学院プログラム
矢原 徹一さんの投稿［？］・5月19日0：08・編集済み・
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　本プログラムの学生が一堂に会し、主専攻での研究に関する発表、モジュールで取り組むテーマ
に関する発表、決断科学ライブラリーからの発表を行います。発表はインターネットを介して中継、
公開され、外部からの評価やアドバイスを受けるようデザインされています。 　指導力のあるリーダーを養成することを目標として、年1回、合宿形式で開催されます。「どうすれば指導者として成長でき

るか」「組織をうまく運営するためにはどうすればいいか」「どうすれば的確な判断ができるか」という3つの基本課題を与
え、これらの基本課題について学ぶための講演、グループ討論などのプログラムを学生が自主的に企画、運営します。

　教科書作成を通じて「決断科学」の、新しい分野を体系化する方法を学びます。これまで意思決定に関する医学・環境科
学・心理学などの研究をレビューし、体系化、教科書作成へと進んでいます。

【TED演習】

【決断科学セミナー】

【組織研修ワークショップ】
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